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雨のテストでNo.32 ロイック・デュバルがトップタイム 

2番手にNAKAJIAM RACINGの僚友・小暮卓史がつける 

 

 3月14日（土）、全日本選手権フォーミュラ・ニッポンの第2回公式合同テストがツインリンクもてぎ（栃木

県）で行われた。最終日となったこの日は、発達した低気圧と前線の影響で、午前中はヘビーレインのコンデ

ィションとなる。午後には、雨も小康状態となり、セッション終了間際はセミウェットとなり、数人のドライ

バーがスリックを装着したが、レインタイヤのタイムを上回ることはなかった。結局、午後のセッション中盤

に総合トップタイムをマークしたのは、No.31 ロイック・デュバル（NAKAJIMA RACING）。No.32 小暮卓史（NAKAJIMA 

RACING）、No.36 アンドレ・ロッテラー（PETRONAS TOM'S）がそれに続いている。 

 

 この日も、午前中のセッションが行なわれたのは、9時から12時までの3時間。未明から雨脚が強まり、こ

のセッションはヘビーレインとなった。だが、本格的なレインタイヤでの走行は初めてということもあり、ほ

とんどのドライバーがセッション開始直後からコースイン。雨用のセットアップを確かめるとともに、09 仕様

のレインタイヤの感触も確かめた。だが、コンディションが悪く、3名のルーキーや若手ドライバーが次々にコ

ースアウト。一方、走行中にトラブルに見舞われたドライバーもおり、全部で 6 回もの赤旗が提示される大荒

れの展開となった。そんな中、序盤から常にセッションをリードしたのはロッテラー。ロッテラーは、満タン

でのロングランまで含め、雨の中で精力的にデータ取りを行った。しかし、セッション終盤、6回目の赤旗後に

は、路面のコンディションが徐々に良くなり、各ドライバーともにタイムアップを果たす。結果、午前中トッ

プに立ったのはデュバル。No.20 平手晃平（TEAM IMPUL）、No.37 大嶋和也（PETRONAS TOM'S）、No.1 松田次生

（LAWSON IMPUL）、小暮卓史（NAKAJIMA RACING）と続いた。 

 

 午後のセッションが開始されたのは、14時から。最初の15分間は、ファンサービスとしてサーキットサファ

リが行われ、その後本格的なテスト走行に入った。しかし、間もなくこのセッション 1 回目の赤旗が提示され

る。これはNo.7 国本京佑（Team LeMans）がヴィクトリーコーナーでコースアウトしたため。マシンの回収が

終わり、セッションが再開されたのは14 時 30 分。この頃には雨も小降りになり、午前のセッションよりは路

面の水の量も少なくなった。そのため、各ドライバーともにさらにタイムを伸ばし、まずはロッテラーが、午

前中の総合トップタイムを上回ってきた。その後、デュバルが唯一1分46秒台のタイムをマーク。再びトップ

に立った。また小暮もここでタイムアップ。2番手に浮上する。ところが、セッション開始から1時間ほどが経

過すると完全に雨が止み、路面が急速に回復方向へと向かう。そのため、レインタイヤでは水の量が少な過ぎ、

スリックでは走れないという状況になり、どのドライバーもベストタイムを更新できないまま、時間が経過し

て行く。ピットに待機するマシンも多かった。 

 この日は、セッション終盤にスタート練習が行われるため、当初チェッカーフラッグの提示予定時間は16時

35分。それを前に、春めいた陽射しが出て、ライン上が乾き始める。そこで、残り時間が20分を切ったあたり

からは、No.10 塚越広大（HFDP RACING）、No.8 石浦宏明（Team LeMans）、国本、ロッテラー、大嶋、No.2 ブ

ノワ・トレルイエ（LAWSON IMPUL）らがスリックタイヤを装着してコースイン。最後に大幅にタイムアップが

期待されたが、S 字で国本がコースアウト。2 回目の赤旗が提示される。ここでスケジュールは若干延長され、

マシン回収終了後から 5 分間、走行時間が設けられた。だが、この間に誰もトップタイムを更新することはで

きず。その結果、デュバルがトップ。以下、小暮、ロッテラーという結果となった。また走行終了後は、予定

通りスタート練習も行われ、フォーミュラ・ニッポンは開幕までのすべてのスケジュールを消化した。 
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トップ3ドライバーのコメント 

 

総合1位 

No.31 ロイック・デュバル（NAKAJIMA RACING） 

 本格的なレインでの走行は今日が初めてだったけど、とても良かったと思う。走り始めから、僕のマシンの

レインセッティングは良かったし、そこからさらに進歩させることもできた。快適にドライビングできたよ。

今年の開幕前のテストに関しては、ちょっと大変だった。富士でももてぎでも、ドライの時間が短かったから。

でも、ここまでの所、僕らのクルマはドライでもかなりいいバランスに仕上がっていると思う。 

 昨日もトップ 3 には入っていないけど、それはちょっとギヤ比が合っていなかったからっていうだけで、ク

ルマのフィーリングは良かったんだ。今日のテストも難しいコンディションだったけど、僕は結果に満足して

いるし、開幕戦に向けて自信もある。富士のレースが待ち遠しいね。 

 

総合2位 

No.32 小暮卓史（NAKAJIMA RACING） 

 雨の中、なかなか自分の思うようなセッティングを見つけられませんでした。ロイックとは好みも違うので、

基本のセットアップが違うんですけど。今日から09仕様のレインタイヤを使ったんですけど、スリックと同じ

でやっぱり硬いんですよね。それに合わせるのが難しくて。去年のイメージを追っていてもダメですし…。た

だ、もうちょっとタイヤに荷重が掛かってくれる方向が見つからないかなと思って色々やって、少しは良くな

ってきてはいるんですけどね。でも、まだ決定打にかける感じです。 

 開幕に向けては、やっぱりドライでもっと走りたかったというのは本音ですね。結局、富士と今回と合わせ

て 1 日しかドライで走れていないですから。みんな同じ条件ではあるんですけど、何かもうちょっとやりたい

なっていうのはあります。極端にセットの方向を外して、悪い所にいるというのではないと思いますよ。でも、

絶対の自信を持って臨めるかっていったら、まだ自分たちがやるべきことをやり切れていないので、100％では

ないんですよね。 

 

総合3位 

No.36 アンドレ・ロッテラー（PETRONAS TEAM TOM'S） 

 今日は、レインコンディションでのいいテストができたと思う。午前中はヘビーレインだったけど、路面の

変化は余り大きくなかった。その中で、色々なレインでのセットアップも試したし、よりトラクションを得る

ためにはどうしたらいいかっていうことも分かってきた。それに満タンでのロングランもして、クルマのバラ

ンスがどうなるかということも確かめたよ。満タンではアンダーステア傾向になって、ブレーキングも難しか

ったね。でも、それが分かって良かったよ。 

 午後のセッションではブレーキの焼き入れをしたぐらい(笑)。ベストタイムが出た時も、ブレーキの焼き入

れ中だったんだ。次は、もう富士のレースウィークだけど、テストではずっと上位にいたからいいスタートを

切れるんじゃないかと思う。開幕戦もテストと同じストーリーになればいいな。僕も今年でフォーミュラ・ニ

ッポンは7年目だし、そろそろタイトルを獲ってもいい時期だと思うよ。 
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ルーキードライバー特集 

2回の公式テストを終え、今シーズンの活躍が期待される3人のルーキードライバーに話を聞いた。 

 

No.7 国本京佑（Team LeMans） 

 まず謝罪から…。他チームの皆様に多大なご迷惑をおかけして、すみませんでした。本当に今回のテストで

はたくさん飛び出しすぎちゃったんですけど、周回はたくさんできましたし、タイムは遅かったんですけどポ

ジティブに考えたいと思います。 

 クルマにはだいぶ慣れた部分もあるんですけど、まだ分からないところもありますね。自分でがんばってい

るのに、なかなか上手く行かないというか、タイムが出ないんですよ。セットアップも何をどうしたらどうな

るかっていうのが、掴めていない部分もあります。ベテランの人たちは、みんな速いですね。開幕戦では、毎

周100％の走りをして、その上で結果がついてくればいいと思います。そのためにも、もっとクルマの動きを知

ることが課題ですね。 

 

No.10 塚越広大（HFDP RACING） 

 調子がいい時はいいんですけど、悪い時は悪くて、自分の中で迷っているというか、頭でっかちになってい

て、自分らしい走りができていないという感じでした。クルマのセットアップとかではなく、自分の気持ちと

して。ちょっと方向を見失うと、どうしようもないというか…。このクルマに関しては、ドライでは全然大丈

夫だと思います。でも、今日みたいにウェットになると、まだまだ課題は多いですね。まずタイムが遅いじゃ

ないですか。そのタイム差をどうやって埋めようかっていう感じで、僕自身も“これだ”っていうのが見つか

っていなくて。だから、もうちょっとクルマも作れるようにならないといけないなって思います。 

 今日は、最初にぶつかってしまったので、それがなければもう少し色々なこともできたと思うんですけど…。

クルマだけじゃなくて、心も壊れました。開幕戦では、とりあえずポールポジションを獲りたいと思います。

ドライだったら問題ないと思うので、まずは開幕までに頭も気持ちも整理して、今回の反省点を踏まえて、ス

ッキリして臨みたいですね。レースはやってみないと分からないので、とにかく一生懸命自分らしい走りをし

たいですし、やるからにはトップを狙いたいと思います。 

 

No.37 大嶋和也（PETRONAS TEAM TOM'S） 

 ここまでのテストでは、ドライでしっかり走れていないというのが残念ですけど、データを見る限り問題な

く走れていますし、ちゃんとアタックすれば予選でも前の方にいけそうな気はしています。雨でもドライでも。

クルマのセットアップも持ち込みの状態が良くて、微調整ぐらいで走れるレベルまで来ているので心配してい

ません。クルマの性格もある程度掴めました。 

 今回はトラクションを良くしたいと思って、色々やったんですけど、それもいい方向に来ていると思います。

レインでもしっかり走れましたしね。ベテラン勢は速いな～とも思いますが、これなら僕も出せるなって思い

ました。もてぎよりは富士の方が得意ですし、開幕戦もチャンスはあるかなっと思っています。とにかくトッ

プ争いに加わってレースをしたいですし、チャンスがあれば優勝したい。もしダメでも攻めたいですね。まだ1

回もニュータイヤでのアタックをしていないので、若干不安はありますけど、何とか土曜日にがんばって、予

選で前の方に行ければと思っています。 
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第2回公式合同テスト 2日目ラップタイム 

ツインリンクもてぎ 4,801379m 

■セッション3 2009.03.14  スタート 09:00／フィニッシュ 12:00  天候：雨  コース：ウェット 

■セッション4 2009.03.14  スタート 14:00／フィニッシュ 16:42  天候：雨/晴  コース：ウェット 

Po No Name Team Best Time  Session 3 Session 4   

1 31 ロイック・デュバル NAKAJIMA RACING     1'46.821     1'47.459  * 1'46.821

2 32 小暮 卓史 NAKAJIMA RACING     1'47.191     1'48.703  * 1'47.191

3 36 アンドレ・ロッテラー PETRONAS TOM'S     1'47.220     1'48.994  * 1'47.220

4 20 平手 晃平 TEAM IMPUL     1'47.276     1'48.245  * 1'47.276

5 1 松田 次生 LAWSON IMPUL     1'47.677     1'48.658  * 1'47.677

6 41 伊沢 拓也 DOCOMO DANDELION     1'47.693     1'48.918  * 1'47.693

7 48 立川 祐路 CERUMO/INGING     1'47.738     1'50.225  * 1'47.738

8 8 石浦 宏明 Team LeMans     1'47.950     1'49.622  * 1'47.950

9 40 リチャード・ライアン DOCOMO DANDELION     1'48.146     1'48.715  * 1'48.146

10 37 大嶋 和也 PETRONAS TOM'S     1'48.323     1'48.352  * 1'48.323

11 10 塚越 広大 HFDP RACING     1'48.523     1'57.145  * 1'48.523

12 2 ブノワ・トレルイエ LAWSON IMPUL     1'48.575     1'49.408  * 1'48.575

13 7 国本 京佑 Team LeMans     1'49.582     1'50.039  * 1'49.582
 

 ◎トップタイム： ロイック・デュバル No.31 NAKAJIMA RACING  1’46.821 (PM 12/21Laps) Ave. 161.81km/h 


